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林業用ワイヤロープの切断荷重及び重量

表２ 規格G３５２５－１９６４による１号

６×７ロープの切断荷重及び重量

表３ 規格G３５２５－１９６４による３号

６×１９ロープの切断荷重及び重量

備考 １．巻上機及び索道用ロープの長さは、ロープの径の８．０倍を標準とする。

２．（ ）以外のロープの径の適用がのぞましい。

― １ ―



ワイヤロープの廃棄基準

ワイヤロープは、使用しているとしだいに損傷するので、ある程度に達すると廃棄しなければならな

い。その限界は

イ ワイヤロープ１より（１ピッチ）の間において素線（フィラー線を除く）の数の１０％以上の素線

が切断したもの、たとえば１９本線６ツよりでは素線の数は１１４本になるので１２本以上切断したもの。

ロ 摩耗による直径の減少が公称径の７％をこえるも

の。

ハ キンクしたもの。

ニ 著しい形くずれまたは著しい腐食のあるもの。

表４ 規格G３５２５－１９６４による４号

６×２４ロープの切断荷重及び重量

表５ 規格G３５２５－１９６４による１０号

６×S（１９）、１１号６×W（１９）、

１２号６×Fi（１９＋６）(＝６×Fi（２５）、

ロープの切断荷重及び重量

備考 （ ）以外の口ープの径の適用がのぞましい。

図－３２ ピッチ
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表－１３

最大張力係数算出表
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表－１３

最大張力係数算出表

φ＝ �����������	�
８S
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表－１３

最大張力係数算出表

φ＝ �����������	�
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表－１３

最大張力係数算出表

φ＝ �����������	�
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表－１３

最大張力係数算出表

φ＝ �����������	�
８S
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表－１３

最大張力係数算出表
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表－１４

垂 下 比 当 値 係 数

�イ 荷重数１個の場合

Ｚ＝
１＋ｎ
���������

― ９ ―



表－１４

垂下比当値係数算出表

―１０―



表－１４

垂下比当値係数算出表

―１１―



表－２３

張力差１ｔあたり弾性伸長率

―１２―



弾性伸長に対する垂下量補正係数算出表
表－２４
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弾性伸長に対する垂下量補正係数算出表
表－２４
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弾性伸長に対する垂下量補正係数算出表
表－２４
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支点度位に対する垂下量補正係数算出表
表－２５

―
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支点変位に対する垂下量補正係数算出表
表－２５
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負 荷 索 増 数 係 数

―２３―
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三 角 函 数 表

○ 高低差を出す式………水平距離×tanα

○ 斜距離 〃 ………水平距離÷cosα

○ 水平距離 〃 ………斜 距 離×cosα

○ tanαを 〃 ………高 低 差÷水平距離……真数表から角度算定

―２６―



木 材 の 単 位 重 量

（単位：㎏／m３）

１m３＝３．５９石

１石＝０．２７８m３

伐 根 の 強 度

備考：上表は伐採直後平均的な数値である。伐採後１年経過すると強度は２０～３０％低下すると考えら

れる。また上記の数値に３～６倍の安全率を見込むことが必要である。

―２７―



新品のワイヤロープで安全率２．７の場合に吊り得る荷（木材）の重さ（㎏）の一応の目安表

注 ① 中央垂下比

fo……中央におけるたわみ量

lo……水平距離

―２８―



エンドレスタイラー式

タイラー式

�
��
��
索張り方法に適用

② アベックキャリヤーを使用する場合は

上記の吊り荷の重さからアベックキャリ

ヤーの重量を差引いた吊り荷をするこ

と。

１．０トン用の重量 １１０㎏

１．５トン 〃 １５０～１８０㎏

２．０トン 〃 １８０～２００㎏

―２９―



原索 中央垂下比の目安表（支点間の水平距離と索の中央におけるたわみ量との比のこと）

注意 １．この表の使用には、支点間の水平距離を知る必要がある。

２．振動波の測定には、無負荷索の支点に近い部分を木の棒でたたくと、その力が索に振動を

振動波の往復の時間を正確に求めることが大切であるから、５～１０往復の所要時間を測定し、

る必要がある。

―３０―



起こし、それが波となって索を伝わり、他の支点ではね返って来る。これを１往復という。

これを往復回数で割ったものを１往復の時間とし、これを３～４回行いその平均値を採用するようにす

―３１―



簡 易 張 力 算 定 式 （但し傾斜角２０度以下の場合）

―
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図－５８ 多支間の索張り

表－１５ 最大張力算定に用いる搬器荷重数

索道関係について

１．多支間の中央垂下比の求め方

多支間の主索において、各支間の原索垂下比は、それぞれの支間の斜距離に比例するものと考えて

よい。すなわち、図５８のような多支間の索道においては次のような関係がある。

���：���：���＝��：��：�� …………………………………………………�
ただし、���：���：���は、それぞれ支間�、�、�の原索垂下比

� � �

原索中央垂下量については、

��：��：��＝�����：�����：�����＝���：���：���……………………………�
という関係がある。したがって、ある支間、たとえば支間（１）の原索垂下比を決めれば、その他

の支間の原索垂下比は次式から求めることができる。

���＝���×��
��
、���＝���×��

��
…………………………………………………�

２．表－１５……２箇以上の荷重を受ける搬器数の決定

ここで は、その支間に最大張力を生ずるときの計算上の搬器の数で、必ずしも支間にかかる実際

の搬器数でない点に注意する必要がある。すなわち、一つの支間に３個の搬器がある場合よりも、２

個の搬器がある場合のほうが張力が大きいことがあるからである。このための検定用に表１５がある。

―３４―



主 索 の 検 定

表－１８ 振動波法による緊張度検定用計算図表

―３５―



索長比（斜距離とワイヤーロープとの比）

―３６―



丸太の抗圧又は抗析力（安全率３）

埋込アンカーの強度（安全率３）

―３７―



（参考）表－１３ 最大張力係数算出表

―３８―



表－２４

弾性伸長に対する最下量補正係数算出表

表－２５

支点変位に対する最下量補正係数算出表

―３９―
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